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「詩篇」96篇 1～13節までを朗読。 

 

10節「もろもろの国民の中に言え、『主

は王となられた。世界は堅く立って、動

かされることはない。主は公平をもって

もろもろの民をさばかれる』と」。 

 

どんなことにも、中心になるものがな

ければ、すべてがバラバラになってしま

う経験をします。家庭でもそうだと思い

ます。最近、家庭崩壊などとよく言われ

ますが、戦前の民法の時代は、家督制度

というのがありましたから、誰が、家族

一族の中心であるか、はっきりしていま

した。それに不満を抱いた人もいますが、

長男というのは絶対的な地位。だから、

次男、三男と、何人子供がいても、長男

以外は皆、それに従う者であり、長男が

本家を継ぎ、その家の中心となる。そう

いう家族制度が長く続いていました。で

すから、そこに一本筋が通っていたわけ

です。私の父は、次男だからと言って、

なぜ自分はこんな目にあわなければなら

ないと、早く生まれたというだけではな

いかと。そういう不満分子を抑えるため

には、これが中心だというものを置かな

ければ、バラバラになってしまう。戦後、

民主主義が浸透して、今の社会になって

きたわけです。今は家庭にあっても、お

母さんが中心というのが多い。父親の影

がない。そうすると、いろいろなものが

ちぐはぐになりやすい。だからと言って、

昔の世界に戻った方がいいとは必ずしも

思いませんが、いずれにしても、何か中

心になるべきものがないと、バラバラに

失われてしまいます。すべてのものを一

つにまとめられるための力、求心力が欠

けたのが、今の日本の社会であり、家庭

でもそうであります。 

 

また今は、世界規模でそういう事態が

起こっています。かつては超大国と言わ

れる国が世界をリードして、一つの秩序

ができていた。ところが、それが崩壊し

て、いろいろな国が力を持ってくる。二

つも三つもの国が、利害が衝突するよう

になって、まさに、今や戦争でも起きそ

うな、厳しい状況に落ち込んでしまった。

一つにはアメリカという国が、いろいろ

な意味で制度疲労と言いますか、力をな

くしてきたことがあります。それと同時

に、他の国が力をつけてきたこともあり

ます。かつてソ連邦という国がありまし

た。今はもうバラバラになって、ロシア

やその他の小さな国、民族に分かれてし

まった。強力な力が失われると、分解し

ていく。今、中国が一番恐れているのは、

そこです。共産党という党組織を絶対的

な力として、そこに 50いくつかの、雑多

な民族がいます。中国人と言うと、一色

に塗りつぶしますが、その中には、多く

の少数民族から漢民族に至るまで、たく

さんの民族がひしめいている。それぞれ

が自分たちの主張を持っていますから、

それを一つにまとめ上げ、統一していく

ためには、強力な力がないとまとまらな

い。 
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どんなことでもそうであります。組織

をきちっとまとめ上げて、それを運営し

ていくには、中心になるしっかりとした

柱がないとどうにもならない。バラバラ

に、分散してしまう。そして、本来発揮

するべき力が失われて、それぞれが勝手

にやってしまう。それは見えるところ、

組織であるとか、国であるとか、家庭で

あるとか、社会であるとか、そういうレ

ベルだけでなくて、もっと根本的には、

人の心に、私たちの心の中心に何がある

か。これがはっきりしないと、自分の心

にもいろいろな思い、考えること、激し

い情欲、様々な感情、激情があります。

それがぶつかり合う。その結果、自分で

何をしているのか、訳が分からなくなっ

てくる。こうしていると思ったら、次の

瞬間、別の事が、常に自分の心の中心に

あるものが変わっていく。わがままとい

う言葉を使いますが、自分の感情に支配

され、激情に支配され、欲望とか、情欲

があって、支配されている限り、私たち

を引きずっていこうとします。 

 

その心をきちっと治めていく力はどこ

にあるか。自分の中にはない。私たちは

自分でそれをなんとかコントロールして、

きちっと整えていきたいと思いながらも、

何かにいつも引きずられ、こうしたいと

思いながらできない、こうしたらいけな

いと思いながらやってしまう。そのよう

に、常にいろいろな力が私たちの心を引

っ張って、不安や恐れ、心配や思い煩い

へと、私たちを引きずり込んでいく。そ

の一番の原因は何か。すべてにまさって

中心にあるべき王なるお方、言うならば

中心点ですね。主と言われていますが、

これが私たちのうちにはっきりとしてい

ない。中心がぼやけてしまう。というか、

存在しない。そうなると、とても大きく

揺れます。しかもいろいろな外側からの

刺激、見える状態や、聞く音ずれ、様々

な周囲の出来事に、心は翻弄されます。

なぜならば、立つべき、寄り頼むべき軸、

中心軸がない。いろいろな事にあう時、

それが明らかになります。普段、事無く、

平々凡々と生活している間は、心穏やか

にやれているように思いますが、いった

ん何か事が起こると、自分の利害に関わ

ること、自分の名誉や地位、あるいは命

にでも関わるような病気や何かの事態が

起こると、突然、私たちの心の中に、様々

な感情や恐れのようなものが湧き上がっ

てきて、私たちの心を揺り動かし、自分

が支配しようとします。そこで内に争い

が起こります。自分の心の中に様々な戦

いが起こります。これが私たちの一番不

幸な姿です。中心となるべきものを失っ

ている結果です。 

 

罪の結果と、聖書は言っています。確

かにそう思います。ですから強い力を振

るうもの、父親であるとか、ご主人であ

るとか、力を持った者がガツンと頭から

叱ってくれた方がかえってシュンと、お

となしくなれる。ところがそれは一時的

に外側からおさえるだけです。内側に自

分の中心が出来たわけではありません。

それはひとまず、そこで治まるように思

いますが、またすぐ復活してきます。い

つでも支配しようと、私たちの心を攻め

てきます。何よりも私たちに必要な事は、
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いつでも、どんな時にでも、私たちの中

心にあって、しっかりと支配してくれる

力です。「支配されるのは嫌だ」と思いま

すが、私たちは誰かによらなければ、立

てないのです。それを選び損なうと、と

んでもないことです。 

 

10 節に「もろもろの国民の中に言え、

『主は王となられた』」とあります。王な

るお方、それは誰のための王か。実は私

たちのための王となる。私たちの内にあ

る、内なるものを支配して下さる。です

からイエス様がお生れになった時に、東

の国から来た博士たちがエルサレムに来

まして、ヘロデ王のところへ行きました。

そして「ユダヤ人の王としてお生れにな

った方はどこにおられますか」と尋ねた。

ユダヤ人の王なんて、目の前にヘロデ王

がいるわけですから、とんでもないこと

を言う。ヘロデ王としては心外でありま

す。自分の知らない所で、「そんな王様が

いるわけがない」、言うならば謀反です。

一つの国に二人の王様など、とんでもな

い話です。ヘロデ王は胸騒ぎがしたと記

されています。胸騒ぎどころではない。

腹が立ったに違いない。エルサレムの人

たちも不安を感じたと語られている。こ

れは内戦になる、戦いになるぞと思った

でしょう。 

 

ところが、東の国からきた博士が求め

たユダヤ人の王とは、この世の王様とい

う意味ではありません。だからこそ、ヘ

ロデ王の所に来たのです。ヘロデ王にと

って代わるこの世の王様、その当時の時

代を支配し、ユダヤの人々を支配する王

様を求めてであれば、そこには来ないで

しょう。博士たちが求めたのは、私たち

の全ての人の心を支配してくれる王、私

たちの王となって下さるお方。これを「ユ

ダヤ人の王としてお生まれになった方」

と語っているのです。そして彼らが行き

ついた先が、ベツレヘムの馬小屋であり

ます。そこに見る幼子は、世の人と違っ

た特異な風貌であるとか、奇想天外のわ

ざができるわけでもない。実にありふれ

た、人の子としての姿です。しかし、博

士たちはこの方こそ王なるお方と確信し

ました。黄金、乳香、没薬などの贈り物

をもって、礼拝した。王でいらっしゃる

お方、黄金をもって、「あなたは私の王で

す」と告白した。また乳香、没薬という

祭司の役割、あるいは神様にささげるい

けにえとしての供え物でありますが、ま

ず何よりもそこでささげたのは、黄金で

あります。黄金、すなわち王のしるしと

してのイエス様を、彼らは礼拝したので

す。その時のイエス様は、決してこの世

にあって、政治を行い、多くの民族を支

配する者として、王になろうというお方

では決してなかった。それどころか、こ

の世の王ではなく、私たちすべての人の

罪をきよめ、肉の力に振り回されて混と

んとした、心の王となるために来て下さ

った。その時、命を絶たれた十字架には、

「ユダヤ人の王」と札がかけられました。

周囲にいた人が、「そんな名前はやめてく

れ」と言ったのですが、「そのままにして

おけ」とピラトは命じます。ユダヤ人の

王が、十字架におかかりになった。イエ

ス様の生涯に貫かれているのは、王とし

ての主であります。それは私たちの王と
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なるために来て下さった。救い主であり

ますから、私たちを救って下さるお方で

すが、この救いとは、とりもなおさず、

私たちがイエス様をわが王として、私の

王として、心に迎える事。イエス様は私

たちの最大の敵であるサタンの、罪の全

てを、十字架に打ち破って下さった。王

様が国を守るのは当然の義務でしょう。

王の役割は、自分にゆだねられた国民の

平安と安全、すべてを守る。イエス様は

最大の敵であるサタンを打ち破って、罪

から私たちを解放して下さった。これが

王の役割であります。 

 

ところが、イエス様が十字架におかか

りになる時、多くの人たちは、目に見え

るこの世の王になってもらいたいと思っ

た。ローマの圧政の下に置かれて、属領

となっていたユダヤの人たちは、そこか

ら解放されたい、かつてのダビデのよう

な、イスラエルの国を再興してほしい、

そういう願いがありました。何かやって

くれるに違いない。クーデターを起こす

かもしれないと、虎視眈々と待っていた。

ところが、イエス様は何一つなさらない。

それどころか、されるがままに、十字架

に無残な姿をさらしてしまった。多くの

人々は完全に失望しきったのです。それ

は彼らが求めていたのは、この世の王様

であったからです。 

 

イエス様は、博士たちが求めてきたよ

うに、「ユダヤ人の王」としてお生まれに

なった。神様によって造られた人の心を

治めてくれるお方。神と人とが一つにな

っていくための王としての役割を果たす

ために来て下さった。私たち全ての者の

罪を取り除いて下さった。そして私たち

を「あなたはわたしのもの」と、神の国

の民として下さった。今、私たちは神の

民、神の家族、神のものであると告白し

ます。しかしその意味は、王として、イ

エス様を私たちの内に迎えることに他な

りません。イエス様は私たちの王となっ

て下さったのであります。敵である罪に

捕らわれた者を解放するために、十字架

に命を捨てて下さった。そればかりか、

よみがえって、文字通り、いつでも、ど

んな時にでも、私たちと共にいて下さる。

御霊なる神となって、私たちの内に宿っ

て下さる。 

 

宿って、いつでも一緒にいて下さると

いうと、すごく親しい、自分の分身のよ

うな親しい関係に思いますが、実は王と

して宿って下さる。友だちではない。私

たちは「イエス様」「イエス様」と気安く

言いますが、考えたらとんでもない話で

す。王様でありますから。私たちは王様

に仕えるという経験がありませんから、

どういう風にしたらよいか、わかりませ

んが、王としてイエス様を尊び敬うこと

です。王なる神様、王なるイエス様に私

たちは仕えていく、神の僕(しもべ)です。

この関係をしっかりと自覚しておきたい。

イエス様は「わたしはあなたを友と呼ぶ」

と言って、友となって下さることは、親

しみを込めて、イエス様からの私たちへ

のメッセージでありますが、しかし友達

のように、軽く、あまりにも近しい、遠

慮のない接し方をする。イエス様は遠慮

するなとおっしゃいます。このへんは難
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しい所ですが、やはり敬虔な思いで、イ

エス様に尊敬の念、畏れの念を持つこと

は、私たちにとって大切な事です。 

 

ですから今、イエス様が私たちのうち

に神の霊となって、キリストの霊となっ

て宿って下さって、常に私と共にいて下

さる。その共にいて下さるイエス様は、

王としてであります。それが 10節の「も

ろもろの国民の中に言え、『主は王となら

れた。世界は堅く立って、動かされるこ

とはない。』」ということです。イエス様

が王となって、私たちの心にしっかり中

心に座っていただく。その王に仕える自

分という関係を、いつも心にとどめてい

きますならば、私たちの心は動かない。

堅く立つ。不動のものとなります。決し

て動かされることはない。何があっても、

どういう問題が起こっても、どういう悩

みがあっても、ここに王がいらっしゃる。

私が王で、イエス様は時々助けてくれる

という、そういう関係ではなくて、王な

る方が、今、この問題の中にも、この悩

みの中にも、私が受けている事態、事柄

の中にも、ここに王なる主が立っていら

っしゃる。私に責任があるのではない、

私がしなきゃならないのではなくて、王

なる方が、その事を支配し、みこころを

なそうとしている。 

 

わたしたちは何をするか。王の僕にな

るということです。そこに徹することが、

王を王とすることです。ここに主は王と

なられた。「王様となったそうだ。でも、

私は知らない」、「私とは関係ない」と言

ってしまったら、それでおしまいです。

現実の王様はどんなことでも、従わざる

を得ない。しかし、王となったイエス様

は、目に見えるわけではない、手で触れ

るわけではない、耳でその声が聞こえる

わけでもありませんから、居るのか居な

いのか分からないと思っています。大切

なのは、ここです。イエス様がいらっし

ゃることを信じて、そのように生きるこ

と。王なるお方がいらっしゃいますと信

じますならば、常に王に心を向け、まさ

にそこにおられるがごとくに、私たちの

行動においても、語るにおいても、すべ

ての事において、王なる主がおられます

と徹底して信じ、その方に自分を低くし

ていく。こうすることによってはじめて、

主は王となられたと言えるのです。 

 

ダビデは羊飼いでしたが、王の位に就

けられました。自分がイスラエル王国の

王様であるということは否定しようがな

い、はっきりとした事実であります。と

ころが、王であるダビデは、決して自分

が王様だとは思わなかった。それどころ

か、自分には王がいらっしゃる。そこに

常に目をとめていた。詩篇 16篇を開きた

いと思います。 

 

「詩篇」16篇 1,2節を朗読。 

 

 表題にダビデのミクタムの歌とありま

す。これはダビデの信仰の証しです。1

節に「神よ、わたしをお守りください」

と祈っています。「わたしはあなたに寄り

頼みます」。おそらく部下がこんなことを

聞いたら、「なんだ、頼りない王様だ」と

思うでしょう。「皆、俺に信頼しろ。俺が
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王様だから、俺に頼っていれば、決して

食いっぱぐれることはない。安全を保障

する。幸せにしてやるぞ」と言えばいい

のです。ところが、ダビデは決して、自

分が王様だからと、わがままで横暴なこ

とは一度もない。彼は王様だろうと、羊

飼いだろうと、常に私の仕えるべきお方。

私が王とすべき方は誰であるかを知って

いました。だからここでも「神よ、わた

しをお守りください。わたしはあなたに

寄り頼みます」。私はあなたに頼らなけれ

ば、自分でも守れない。「神様、どうぞ、

私を守って下さい」。そればかりか、2 節

には「わたしは主に言う、あなたはわた

しの主」とあります。彼は、「私の主は、

神様、あなたです。あなたはわたしの王

です」。そういう意味であります。「あな

たがいらっしゃらなければ、わたしには

幸はありません」と、これが王の言葉か

しらと思います。王様だったら、もう少

し威風堂々と、誰が聞いても、「この王は

頼りになる」と思わせるような事を言わ

なければならない。ところが、彼は「あ

なたに寄り頼みます」「わたしの主はあな

たです」と。ダビデにとって、常に自分

が王ではなくて、「神様、あなたがわたし

の王です」と、そこに徹底して、常に自

分を低くする。これが王を王とする、神

を神とする生き方です。だから私たちも

「主は王となられた。世界は堅く立って、

動かされることはない」と信じて、この

方の前に心を低くしたい。 

 

では、その王様はどこにいるのか。今、

私たちの内に宿って下さるキリストこそ、

私の王。王様に向かって、常に「わたし

はあなたに寄り頼みます。あなたはわた

しの主、あなたのほかにわたしの幸はな

い」。徹底して、私たちはそのお方に心を

向け、思いを向け、常にそこに心を向け

ていく。いや、わたしは父親だから、わ

たしはこういう身分だから、こういう役

割を持っている、わたしはこうなんだか

ら、私が何とかして頑張らないと、そん

なことを思う必要はない。王なる方に全

てをゆだねて、わたしは何をすべきでし

ょうか、しもべとなりきっていくこと。

それが王を王とすることです。16 篇の 8

節以下に「わたしは常に主をわたしの前

に置く。主がわたしの右にいますゆえ、

わたしは動かされることはない」と告白

しています。常に主をわたしの前に置く。

たえず主に従う、主に仕えていく。その

時、私は動かされることはない。 

 

「詩篇」96篇に戻りますが、10節に「も

ろもろの国民の中に言え、『主は王となら

れた。世界は堅く立って、動かされるこ

とはない。主は公平をもってもろもろの

民をさばかれる』」と。王なるお方が、す

べての事をご存じで、王なる方がことご

とく決定し、実行して下さる。報いて下

さる。ここに「公平をもってもろもろの

民をさばかれる」とあります。神様はみ

こころにかなう事、正しい事をきちっと

して下さるお方です。ダビデは生涯を通

じて、この姿勢を変えませんでした。何

があっても、「わたしの仕えるべきお方は、

主よ、あなただけです」と、神様に向か

って、たえず思いを向ける。どんな境遇

に置かれようと、王の位にいようと、あ

るいは息子から謀反を起こされようと、
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そこで「あいつがいかん、こいつがいか

ん」と言うよりも、これもまた主が、神

様が、王なるお方が私に備えられた道。

また神様は善しと思うことをして下さる

に違いない。私たちはいろいろな問題の

中に置かれます。その時、ここに誰が中

心に立っているのか。わたしが王として

いるお方は誰なのか。そこをはっきりと

自覚していきたい。 

 

「ローマ人への手紙」6 章 15～16 節を朗

読。 

 

 16 節に「あなたがた自身が、だれかの

僕になって服従するなら、あなたがたは

自分の服従するその者の僕である」と。

今、あなたは誰の僕になって、誰に服従

しているのかと問われる。私はイエス様

の導かれるところに従っていますという

のであれば、イエス様の僕。王を王とし

て、「イエス様、あなたはわたしの王です。

今このことを支配していらっしゃるのも

あなたです」と、はっきりと王を認めて、

王に従っていこうとする時、イエス様は

私たちの王となっていただくことができ

る。そうでない限り、いくら「主は王と

なられた」と言われても、私とは関係が

ありません。私が従っているのは、自分

の感情、欲望、情欲に従っているだけの

こと。あるいは、この世のしきたりや習

慣を王として、それに従うなら、そのも

のの僕となってしまう。 

 

ここに、「あなたがたは自分の服従する

その者の僕であって、死に至る罪の僕と

もなり、あるいは、義にいたる従順の僕

ともなるのである」と。私たちは、誰の

僕となっているのでしょうか。あの人の

言うことを聞かんと、どうにもならない、

いつも怒られるから、あの人の言うとお

りにしておこう。それなら、その人の僕

となる。私たちは今、誰に従っているの

か。誰の思いに支配されているのか。自

分の心を探って、あのダビデのように、

いつでも、どんなことの中にも、「あなた

はわたしの主、あなたのほかにわたしの

幸はない」、主よ、あなたはわたしの王で

す、主ですと、いつも主を私の前に置い

ておきたい。 

  

 この世の中もそうですね。神様が全て

の人の王となって下さるのならば、今、

見るような混沌とした世にはならないの

です。そればかりか、私たちの生活でも

そうです。今、日本の社会のいろいろな

問題の中にも、王なるものが失われてし

まっている。中心になるものがないから

です。私たちの心の中心に、まず、「主よ、

あなたはわたしの王です」と、王なるお

方をしっかりと心に据えて、そのお方に

従う者となりたいと思います。 

 

 ご一緒にお祈りいたしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


